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ABSTRACT

A real time position monitor which can be attached to the beam transport tube was made. 

The position monitor consists of two pairs of electrode for picking up the beam position,

The output signal from electrodes were measured by the signal processing c ircu it using peak 

detector. Position sens it iv ity  of X axis was kept good lin e a r ity  in the range of ± 10 mm 

from centre of the electrode. Minimum beam current which can detect the position was 5 nC 

on single  bunch, 0,5 A on transient 8 nS> respectively.

REAL 丁ІМЁ BEAM POSITION MONITOR (II)

は じ め に

昨 年 、プ П Ь ン シ ン ク П 卜 П ン 等 で 、 使 用 さ れ て い る ポ ジ シ 3 ン モ ニ タ 一 を 試 作 し ヽ 阪 大

38 MeV 電 子 シ ン グ ル バ ン チ L I E  AC で テ ス 卜 を 行 ~D
0
.た ° そ の 結 果 を と に 今 回 実 際 に ь ラ ン ス

ポ — 卜 チ Л. - プ 内 に 取 付 け ら れ る ポ ジ シ а ン モ ニ タ — を 製 作 し た о 又 ヽ 各 Ргвкир 電 極 か ら の ヽ

筒 速 ソで ル ス 信 号 は ヽ 将 来 ビ — ム 位 置 を ュ ン ピ ュ - タ — ( ィ 3 ン ) の CRT 上 へ X - I 表 示 さ せ る こ

と を 考 子 化 ( Л- .D 変 換 ) に 必 要 な ピ - ク デ イ テ ク タ — と サ ン プ ル ホ - ル Н 回 路 で 処 理 を

し た о 種 ぐ の ビ — ム モ — に о い て 調 ベ ヽ そ の 結 果 を 報 す る о

モ ニ タ . 一 の . 構造

図 一 / と 2 に モ ニ ダ — の 構 造 と 写 真 を Ж す ° 接 続 フ ラ ン ジ は Ь ラ ン ス ポ — 卜 シ ス テ ム と

同 じ サ ィ ズ を 使 用 し ヽ 力 レ ン ь モ ニ タ — と - 対 で 取 付 出 来 る ° 個 の Ргокиѵ 電 極 は ヽ 厚 さ 0 . 5  mm

の ス テ ン レ ス 板 で ヽ そ れ ぞ れ 電 極. 端 に Ф 0 .5 mm の - ッ ケ ル 線 を 溶 接 し ヽ そ の 線 端 を ガ ラ ス ピ ー ズ で

絶 縁 と 接 着 し 外 部 電 極 に サ ポ — ト さ れ て い る 0 出 力 端 子 は ヽ BNC ( 50 П) タ イ プ の 超 高 空 貫

通 プ ラ グ を 使 用 し た

§ 測 定 方 法

ポ ジ シ 3 ン モ ニ タ - は ヽ マ グ ネ ス

ヶ — ル ( 精 度 5 / 1 0 0 0 mm ) を 取 付 け た 移 動

台 に の せ ピ 一 . ム 取 出 し 窓 か , ら 約 100 順離

れ tこ 所 に 置 い た ° あ .ら か じ め 、 塩 化 ビ

ニ 一 ル の シ 一 卜 に ビ 一 ム の プ П フ ア イ ル

を 焼 付 け 、 そ の 位 置 を モ こ タ — の 中 心 に
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一 ル の 0 点 を セ ツ 卜 し た  

と し 観 測 室 か ら リ モ ー ト  

を 示 す 。 測 定 に 用 い た ビ ー ム  

8 nS (1 .6 А Л2 .4 А Л4,5А ) で 、 そ 

た 時 に 誘 起 し た 高 速  

で 引 伸 し 、 つ ぎ  

プ で 観 測 し た 。 サ ン  

の INSTIL SYNC. を 用 い た

れ ら  

ス 信  

к ホ 

&ホ

動 範 囲 は 、 X 軸 

ロールし：た 。

は 、 シ ン グ ル バ  

の ビ ー ム が 、 

号を、ピーク 

一 ル ド 回 路 の 出  

一 ル ド の 卜 リ ガ

測 定  

各

А ,

処 ■  

< そ 

た ポ  

せ た  
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8 nS  

そ れ

得 ら れ る  

し た 時 、

高 速  

A 一

ル ス 信  

/  A +

— 厶 電 流 の 大 き さ に 関 係 な  

が 得 ら れ る 。 今 回 製 作 し  

タ ー と そ の 測 定 回 路 を 組 合  

を 調 べ た 結 果 を 図 一 ヴ  

ム は 、いたビ

に 示  

パ ル ス 幅 が

得 る

位 m  

グ ル

とシングルパンチの2 蒱類で、電流は

ぞれ 1.6-4.5 A と10 пС ビ- 厶径は約 8 mm

О た° このビ- 厶をモニタ - に通過 さ

と、X 軸方，向が ± 10 mmの範囲内で ± 1 mm

の精度で、又ビ- ムの電流強度が異な ■D

> その位m は10 % 以下のт 差でそれぞれ

で含た° X 軸方向の範囲が広< なるに

て誤差は更に大含< なо た0 これは

ムの電流値によо てプ П ファィルの大含

形状が変化し、それが電極に影響を及ほ

(/、るのではないかと考えられるが 塩化

一ル板の着色に上るプ о ファィルの測定

正確な分布が解らなレ、ので はゥき し

論は下せなか•о た о

こ のモニタ—がビ— ムの位置を検出し

最少のビ- ムШ 流値は、ピ一クディテク

に用いるダィォ - ドの順方向の不感帯電

のダイ才一 ドに -О いて調ベ t c ところマィ

- クデイ十クタ- 回路ではシングルハ’ ン

の検出が可能であ -D た о - の感度は 卜

パンチモ— H には若 干 不充 分 で あ る О

図一《2 ポジションモニタ

し-1 ІП 0С  instr, Sync. 

図 一 V? 測 定 回 路 の プ ロ ッ ク 図

と

ロ

庄
ク
チ
ラ
こ 図ーヴポジションモニターの位 置 感 度

順 方 向 抵 抗 に よ っ て 左 右 さ れ る 。 そ こ で 、

波 検 波 用 J 射 :?5 が 良 い 結 果 を 示 し 、 こ れ を 用 い 

ビームで SnC3 8 n S では0 . 5  4 のビーム鼋流まで、 

ジ ェ ン ト モ 一 ド の 運 転 に は 充 分 で あ る が 、 シ ン  

を 改 善 す る に はピ一ク デ イ テ ク ターの前 段 に 、
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考 え  

ば Ф  

射 す

速 ア ン プ （ 

が 、 非 常 に  

で は 、 ピ ー  

20  w 離 

デ イ テ  

も 感  

磁 ノ

例 え  

高 価  

ク デ
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な の  

イ テ

が 約  

ると  

し で  

る 電

れ て お り  

ク タ 一の

度

イ

は 向 上  

ズ の 影

1Н D-C 3002 ) を 用 い る と

実 現 は 難 し い ° 現 在 の

タ - と ビ - ム モ ニ タ - の

そ の 間 の ケ - プ ル П ス を

路 を モ - タ - に 近 づ け れ

が 、 し か し ビ — М が ふ <

問 題 に な り SN 比 の 点 で ヽ

ど ち ら が 有 利 と Ь 言 え な °

こ の モ - タ — は 又 ヽ 対 向 す る 電 極 ( A と в )

の 信 号 を 加 算 す る と ヽ ビ - ム 電 流 に 比 例 し た 出 力 が

得 ら れ る ° 図 - ぶ に 示 す 様 に 8 nS(D パ ル ス 幅 で 、

ビ 一 ム 電 流 と А В電 極 の 出 力 電 年 を 測 定 し tc .結 果

両 者 は 比 例 関 係 に あ る こ と т 確 か め ら れ た ° た だ

こ の 場 合 も ビ 一 ム の 形 状 に 上 る と 考 え ら れ る 誤 差 ，?が

少 し 含 ま れ て い る が ヽ ビ 一 ム ポ ジ シ a ン モ - タ - と

力 レ ン 卜 モ ニ タ — を 兼 用 で 含 る 優 れ た 装 置 で あ る о

§ ま と め

図

Beam Current ( A )

ポ ジ シ a ン モ ニ •タ ー の 電 流 感 度

今 回 の 実 験 で 出 力 信 号 の 処 理 回 路 ま で は ほ ほ 満 足 す ベ き 結 果 が 得 ' ち れ た 。パ 次 の 段 階 と し

て は ヽ シ ン グ ル バ ン チ ビ — 厶 の 検 出 感 .度 を 向 上 さ せ る 為 4こ 筒 速 オ ぺ ァ: ン プ を 使 、っ て 信 号 ベ ル

の ア ヅ プ を は か る と 共 に ヽ 処 理 回 路 の 出 力 信 号 を マ イ ク П ン ピ ユ 一 タ 一 に 入 力 し て 、 ビ 一 ム 位

置 と 電 流 値 を 表 示 さ せ る 為 の イ ン タ — フ ェ — ス と ソ フ 卜 を 開 発 す る 予 定 で あ る 0
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